
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 













 

 

 







 

 



 















資料８ 

第３回児童館運営審議会への事務局からの報告 

 

１ 来年度の予定について 

 ⑴ 東児童館再委託 

 現在委託している東児童館の受託者について、前回選定から５年が経過す

るため、令和４年度においてプロポーザル方式による事業者選定作業を予定

しています。 

 スケジュールとしては、８月頃に募集し、数回の選考を経て１２月頃に決

定する予定です。 

 事業者が変更となる場合は、３月に引継ぎ期間を設け、事業に支障がない

よう対応していく予定です。 

 

 ⑵ 子どもオンブズパーソン（子どもの権利擁護機関）新設 

 市では、小金井市子どもの権利に関する条例を制定しています。 

本条例の第１６条に基づき、子どもに寄り添い、子どもの相談や権利侵害

の救済に対応することで子どもの権利が生かされる文化及び社会を作るた

め、令和４年中の子どもオンブズパーソンの設置に向けて、準備を進めてお

ります。 

 現在は、本制度設置に向けた条例を小金井市議会に上程している段階です。 

 児童館と同じく子どものための機関となりますので、公表できる時期にな

りましたら、適宜情報提供させていただくとともに、連携できることなど、

ご協力いただければと思います。 

 

２ その他 

 ⑴ 新型コロナウイルス感染症への対応について 

前回会議以降の市及び児童館の対応についてです。 

市では現在、ワクチンの２回目接種から６カ月を経過した方への３回目ワ

クチン接種を希望者が受けられるよう、すでに開始しております。 

また、児童館を含む子ども関連施設の職員については、市外在住の方でも

接種券があれば小金井市内で受けられる優先接種も行っています。 

第６波については、小金井市においても子どもへの感染が広がっており、

最小範囲を見極めて学級閉鎖や保育園の休園などの措置を行い、感染拡大防

止に努めております。 

児童館や併設学童保育所でも、陽性者が確認されているところではありま

すが、施設内での集団感染は見られないことから、現時点では陽性者の利用

を止めることで開館自体を継続しています。 



 

今後も、集団感染の場とならないよう、消毒等の感染対策を行うとともに、

利用者へも対策協力に理解を求めながら、実施していきます。 

 

 ⑵ 児童館のあり方検討について 

第２回審議会においてご報告しておりましたが、現在市の最上位計画で

ある「小金井しあわせプラン（第５次基本構想・前期基本計画）」が議会審

議中であり、策定されておりません。 

このため、児童館のあり方検討については、令和４年度の審議会で議論い

ただきたいと考えております。 


